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Abstract
　The following six conclusions were obtained as a result of an 
investigation for the purpose of developing classes implementing ideas 
that provide enjoyment and, at the same time, competence, and in verifying 
these results, clarifying the influence of enjoyment of dance lessons on the 
desire to learn, as well as positive feelings and competence in dance.
１．Of the subjects who had no experience with dance, around 90 percent 
showed a high desire to learn and positive feelings towards dance after 
lessons were implemented, and around 50 percent displayed high 
competence.  From this rise in the desire to learn before and after classes 
compared to the previous year, improvements to model lessons in this 
class were effective.
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２．From the approximately 10 percent who did not show a desire to 
learn or positive feelings, and did not feel a sense of competence, future 
improvements include ideas that appeal to easy to understand visual 
instructions and instructions that take into consideration individuals in 
addition to group instructions.
３．Persons who have smooth relations with peers strengthen the desire 
to learn in males more so than personally doing well.  On the other hand, 
clarifying “Today’s goals” and “What we are to do now” strengthens the 
desire to learn in females.
４．Being a model among one’s peers is an important factor for both 
males and females in enjoying dance.  In addition, clarifying “Today’s 
goals” and “What we are to do now” is effective in developing a fondness 
for dance in both males and females. Furthermore, the teacher giving 
excessive instructions and praise has the opposite effect of embracing 
positive feelings towards dance.
５．Recognizing one as a group leader among peers, becoming a model 
for movements and being approved by the instructor strengthens 
competence, more so than self-recognition that “I can do this dance.”  In 
addition, a feeling of satisfaction from being personally instructed by the 
teacher strengthens competence even more in females.
６．While clarifying goals to be achieved and receiving feedback from 
teachers that goals have been achieved, taking a leadership role among 
one’s peers and becoming a model for movements is important in 
increasing the desire to learn dance, enjoying dance and increasing one’s 
sense of competence.
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１．緒言
　1999年の学習指導要領の改定における「現代的なリズムのダンス」の導
入以来、「現代的なリズムのダンス」は創作ダンスを大きく上回って採択さ
れている」6）という報告がある。しかしながら一方で、学校現場での授業展
開の困難さ」が以前から問題とされている中、「教員の指導法研修の受講率
が低いことから学習の質の低下が危惧される」1）という報告もある。男女必
修化を伴うダンス授業の完全実施が始まった今、「現代的なリズムのダン
ス」については、今後十分な研究が待たれるところである。
　これまでに「現代的なリズムのダンス」を対象とした研究としては内山
らの研究が挙げられる。内発的な動機づけとしてのフロー調査を行い、ダ
ンス学習の動機づけについて検討した研究3）では、「現代的なリズムのダン
ス」の授業の楽しさの要因は「目標の明確さ」と ｢技能の獲得｣ にあると
の結論が得られている。また、「現代的なリズムのダンス」の学習意欲に
影響を与える要因を検討し、それらは学習成果とはどのように結びついて
いるのかを検討することを目的とした研究5）では、楽しさと学習成果には
直接的な因果関係がないこと、ダンス学習中のストレスの感じ方や学習意
欲、動機づけには性差における特性があることも認められた。一方、男女
共修の「現代的なリズムのダンス」の授業のフロー感覚を定量的に分析し
た研究4）では、初めてダンスを経験した対象者が、ダンスに対して十分な
好意を抱きながらも、一方で「最適水準」を知覚できておらず、自己肯定
感や有能感を感じられなかったことが報告されている。
　拙稿における男女共修の「現代的なリズムのダンス」の授業においては、
いずれの授業も、男女を問わず快感情を与えることには成功してきた。し
かし、有能感を与えることにおいては十分な結果を得られていない。今後
は、情緒的な快感情だけでなく有能感や肯定感を感じさせる授業展開の工
夫という課題も残された。そこで、前述の研究5）でのモデル授業に改善を
加え（資料３参照）、楽しさと同時に有能感を与え得るような工夫を施した
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授業を展開し、その効果を検証する。さらに、ダンス学習の楽しさが、学
習意欲・ダンスへの好意・有能感に与える影響ついて明らかにすることを
目的とした。
２．研究方法
２－１．調査方法
⑴　調査対象
　平成23年度Ｈ大学教育学部「ダンスⅠ」受講生92名の中から、「現代的な
リズムのダンス」の学習経験のない受講生77名に対して調査を行った。授
業以外（部活動・スタジオレッスン）のダンス経験者も対象から除外した。
⑵　調査内容
①学習意欲調査
　「あなたの現在のダンス学習意欲はどの程度ですか」という教示文に対
し、「とても意欲がある」から「全く意欲がない」までの7段階で回答を求
めた。
②ダンスへの好意調査
　「あなたはダンスが好きですか」という教示文に対し、「とても好き」か
ら「とても嫌い」までの５段階で回答を求めた。
③ダンスの有能感調査
　「あなたはダンスができましたか」という教示文に対し、「とてもよくで
きた」から「全くできなかった」までの５段階で回答を求めた。
④ダンスの楽しさ調査
　千駄の「表現運動の楽しさ」2）調査票を用いた。教示文は「次の16の文章
それぞれは、現在のあなたの考えにどの程度当てはまりますか」というも
のである。回答は、「非常に楽しいと感じる」から「全く楽しいと感じな
い」までの５段階で回答を求めた。
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⑶　調査期日
　平成23年４月11日12日13日：学習意欲調査
　　　　　６月６日7日8日：学習意欲調査・好意調査・有感調査・
　　　　　　　　　　　　　　楽しさ調査
⑷　調査授業：平成23年度「ダンスⅠ」全15回の授業のうちの第６回目授
業である。授業内容は次の通りである。
①授業の単元計画（資料１参照）
②モデル授業の構成（資料２参照）
③モデル授業で使用した運動内容（資料３参照）
⑸　結果の処理：データ処理はSPSS19およびAmos19を用いて行った。
２－２．解析方法
　調査データに対しては、次の手順で解析を行った。
⑴　学習意欲調査に対しては、「とても意欲がある」を7点、「全く意欲が
ない」を１点として、7段階の選択肢を得点に変換し、平均と分散を
求める。
⑵　ダンスへの好意調査に対しては、「とても好き」を５点、「とても嫌い」
を１点として、５段階の選択肢を得点に変換し、平均と分散を求める。
⑶　有能感調査に対しては、「とてもよくできた」を５点、「全くできなかっ
た」を１点として、５段階の選択肢を得点に変換し、平均と分散を求
める。
⑷　ダンスの楽しさ調査に対しては、「非常に楽しいと感じる」を５点、「全
く楽しいと感じない」を１点として、５段階の選択肢を得点に変換し、
各項目毎に平均と分散を求める。
⑸　ダンスの楽しさ尺度の因子得点を算出するとともに、項目の信頼性を
検討する。
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⑹　学習意欲、好意、有能感、ダンスの楽しさの得点における性差、クラ
ス間差を検討するとともに、それぞれの相関関係を検討する。
⑺　ダンスの楽しさ調査の16項目が、事前の想定通りの４因子構造になる
ことを確認する。
⑻　ダンスの楽しさ４因子は、学習意欲、ダンスへの好意、有能感にどの
ように影響するのかを検討する。
３．結果と考察
３－１．学習意欲、ダンスへの好意、有能感
　「学習意欲」の平均値は6.35、標準偏差は0.62、「ダンスへの好意」の平
均値は4.27、標準偏差は0.66、「有能感」の平均値は3.47、標準偏差は0.80
であった。それぞれの分布は以下の通りである。
⑴　学習意欲　　　　　　　　　　　　　　　
１．全く意欲がない　　　　０名（　 0％）
２．ない　　　　　　　　　０名（　 0％）
３．どちらかといえばない　１名（ 1.3％）
４．どちらでもない　　　　０名（　 0％）
５．どちらかといえばある　11名（14.3％）
６．ある　　　　　　　　　24名（31.2％）
7．とても意欲がある　　　41名（53.2％）
⑵　ダンスへの好意　　　　　　　　　　　　
１．とても嫌い　　　０名（　 0％）
２．嫌い　　　　　　１名（ 1.3％）
３．どちらでもない　６名（ 7.8％）
４．好き　　　　　　41名（53.2％）
５．とても好き　　　29名（37.7％）
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（３）有能感　　　　　　　　　　　　　　
１．全くできなかった　２名（ 2.5％）
２．できなかった　　　５名（ 6.5％）
３．どちらでもない　　29名（37.7％）
４．できた　　　　　　37名（48.1％）
５．とてもよくできた　４名（ 5.2％）
　ダンスの学習意欲、好意、有能感における男女差、クラス間差の検定を
行ったところ、有意な差は見られなかった。結果を表１－１、１－２に示
す。
　ダンス授業前後の学習意欲の平均と標準偏差を算出した。結果を表２に
示す。この表より、全被験者の学習意欲は、授業受講前後に2.24増加して
いたことが窺える。授業受講前後の平均点の差をt検定によって検討したと
ころ、有意な差が見られた（t（19）＝6.19、p＜.001）。また、昨年度授業5）
の授業受講前後のポイントは、1.21点の増加であったことと比較すると、
今回の方が増加率が高いことが窺える。このことは今回のダンスの授業が、
昨年度の授業よりも受講者の学習意欲を上げるのに有効であったことを示
唆している。
表１−１．有意差検定結果：男女差 表１−２．有意差検定結果：クラス間差
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　ダンス未経験者である彼らに対して授業を行ったところ、約９割の対象
者が「意欲がある」、「意欲がとてもある」と答え、「ダンスが好き」、「とて
も好き」と回答した。「意欲が全くない」「意欲がない」と答えた対象者は
おらず「どちらかといえばない」と答えたのは１名であった。ダンスへの
好意に対しては、「どちらでもない」、「嫌い」と回答した対象者は10％に満
たない7名であった。このように、初めてダンスを経験した対象者が強い
意欲と好意を示した要因は、ひとつには、初めての経験であったことがあ
げられるだろう。人間は未経験のことに関しては興味を示す。彼らは、初
めてのダンス経験に緊張しながらも、「どんなことをするのか」とワクワ
クした気持で授業に臨んでいたにちがいない。ふたつ目には、授業で扱っ
た内容がストリートダンスだったことが考えられる。DA PUMP、KENZO、
FISHBOY、EXILEなど、メディアを賑わす彼らと同じようなダンスが経験
できるとなれば自然とモチベーションも上がるだろう。
　また、拙稿の授業内容に改善を加えた「運動内容」が良かったのではな
いかと考えられる。対象者が最適水準を知覚できるように、昨年度のモデ
ル授業で使用した運動内容5）を改善した。具体的には、初心者では様にな
らない、つまり「精協調」の段階に至るには時間のかかる「ノック」と
「ロック」を除外した。また、誰もがすぐにできる「ファンキージャンプ」、
誰もがすぐにできてしかも２人組で楽しめる「マスターピース」を一番最
初の運動内容として採り入れた。さらに、授業では一斉指導の方式はとら
ず、クラスを班ごとに分け、さらにその班の中で二人一組のペアで踊る振
りを加え、一番最初に教材として採りあげた。このことによって、決して
表２．ダンス授業受講前後の学習意欲の平均と標準偏差
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一人ぼっちで困ってしまうようなことのない、互いに教えあえるような雰
囲気にした。
　加えて、教師の言動にも注意を払った。拙稿5）では、女子はダンス授業
の意味づけが動機づけとなるという結果が得られたので、授業の前には、
この授業がどのように役立つのかということを話した。また、実技時間の
短縮が男女ともにストレスとなることも明らかとなったことから、教師の
話す時間は最小限とし、実技時間を十分に確保した。さらに、男子は、仲
間関係が動機づけの鍵となることから、性格や日頃の言動等を考慮して、
事前に教師がグループの構成員を決定した。
　一方、有能感に関しては、「できる」、「よくできる」と回答したのは41
名で全体の約半数だった。その他は「できない」が５名、「全くできない」
が２名で全体の１割ほど、「どちらでもない」が29名であり、これも全体
の４割ほどであった。表３および図１は有能感を変数としたクラスタ分析
結果である。高い得点（M4.10）を示した「高有能感群」は53.2%、中程
度の得点（M3.00）を示した「中有能感群」は37.7%、低い得点（M1.71）
を示した「低有能感群」は9.1%であった。
　この数字は、対象者が未経験者であることを考えれば、妥当性のある数
字である。また、１割程度の対象者が有能感を感じられなかったひとつの
理由として、「運動内容は最適水準であったが、構成が難しかった」という
表３．クラスタ分析結果：有能感
図１．クラスタ分析結果：有能感
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感想が挙げられる。振りを一通り踊れるようになった後、「構成」は自分た
ちの班で考えるように課題を出した。経験者を中心に頑張って考える班も
あったが、だいたいどの班も立ち位置や移動のフォーメーションを考える
のに苦戦を強いられていたことは、教師の予想を超えていた。また、覚え
たての振りをしながら場所を移動することも大変そうであった。教師とし
ては「歩いて移動」「同じふりを前と後ろ向きでする」といった程度のこと
を想定して要求した課題に過ぎないのだが、対象者には言語による説明の
みで済ませたため、イメージができなかったと思われる。教師サイドが簡
単だと思うことでも、ダンスを初めて経験する者に対しては、具体的に視
覚に訴えるような丁寧な指導方法にすることが必要であると思われる。ま
た、グループごとに助言を与えるという方法を採ったことから、全ての対
象者に均等に助言を与えることはなかなか難しく、不完全燃焼のまま次の
ステップに進むことになった者がいたことも、有能感を感じられなかった
一つの理由であると思われる。
　ところで、半分の学生が有能感を感じられずにいるのに、殆どの対象者
がダンスに好意を示し、意欲を持って授業に取り組んでいるということは、
有能感は学習意欲とは相関しないことも推測できる。そこで、学習意欲、
ダンスへの好意、有能感それぞれの関連を検討するために相関係数を算出
した。結果を表４－１、４－２に示す。
　相関関係を見てみると、全体では、学習意欲と好意の係数が高い値で有
意であった。男女別でみると、女子では全ての相関係数が中程度を示して
表４−１．相関係数：男女込：n=77 表４−２．相関係数：男女別：n=77
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有意であったが、男子では、好意と学習意欲の間で高い値の有意な相関を
示した。そこで、パス解析によって、有能感から学習意欲、楽しさから学
習意欲への影響力を算出したところ、好意から学習意欲への影響力の方が
高かった。結果を図２に示す。また、「有能感から好意を経た学習意欲」へ
の総合効果は0.45（間接効果は0.28、直接効果は0.17）、ダンスへの「好意
から有能感を経た学習意欲」への総合効果は0.70（間接効果は0.08、直接
効果は0.62）であった。結果を図３－１、３－２に示す。これまで、体育
授業においては有能感を感じさせることが重要であるとの見解が一般的だ
が、今回の結果は、有能感よりも好意を抱かせることの方が学習意欲を高
めることに効果がある可能性を示唆している。
３－２．ダンス学習の楽しさ
　「ダンスの楽しさ調査」の結果を表５に示す。16項目に対するクロンバッ
クのα係数は.894と十分な値が得られた。
図２．好意と有能感から学習意欲への影響 図３−１．好意から学習意欲への影響
図３−２．有能感から学習意欲への影響
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　男女差の検定を行ったところ、「13．みんなに見本を見せるとき」得点
で有意な差が見られ（t（75）＝2.60、p＜.05）、「女子」の得点（平均4.60、
標準偏差0.55）が、「男子」の得点（平均3.69、標準偏差0.76）を上回っ
ていた。クラス間差の検定を行ったところ、「7．班やグループで協力し
て学習や練習をしているとき」得点で有意な差が見られ（t（75）＝2.06、p
＜.05）、Cクラスの得点（平均4.85、標準偏差0.37）が、Aクラスの得点
（平均4.58、標準偏差0.72）を上回っていた。 
　「ダンスの楽しさ」を計る上記の16項目が、事前の想定通りの４因子構造
になることを確かめるために、Amosを用いた確認的因子分析を行った。４
つの因子からそれぞれ該当する項目が影響を受け、全ての因子間に共分散
表５．平均値と標準偏差：ダンスの楽しさ尺度決定要因：16項目
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を仮定したモデルで分析を行ったところ、適合度指標は、 GFI=.720、AGFI
＝.611、RMSEA＝.045、AIC＝330.727であった。４因子間の相関は全て有
意であり、このモデルが適合していることが示された。なお、潜在変数か
ら観測変数への影響力の値がやや低かったもの（推定値＞.50）のパス図
（A達成→A1、A達成→A2）を消したモデルで再度分析を行ったところ、
GFI=.700、AGFI＝.593、RMSEA＝.049、AIC＝340.279と最初のモデルよ
りも適合度の値が下回るという結果が得られた。表６に、この最終的なモ
デルの分析結果を示す。「ダンスの楽しさの決定要因」の再分類された各
因子の平均値を算出することにより、「達成」得点（平均4.61、標準偏差 
0.40）、「協同」得点（平均4.66、標準偏差0.42）、「指導」得点（平均4.46、
標準偏差0.60）、「脚光」得点（平均4.27、標準偏差0.53）とした。男女差
およびクラス間差の検定を行ったところ、有意な差のある項目は見当たら
なかった。
表６．「ダンスの楽しさ」の項目の確認的因子分析（標準化推定値）
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３－３．「ダンスの楽しさ」が「学習意欲」「ダンスへの好意」「有能感」に
与える影響
⑴　学習意欲に与える影響
　「ダンスの楽しさ」の４つの因子得点が「学習意欲」に影響を与える要因
を検討するために、楽しさの４因子を独立変数、ダンスの学習意欲を従属
変数として重回帰分析を行った。表7－１、7－２は、その結果を示した
ものである。
　男女込みで見ると、「脚光」「協同」から学習意欲に対する標準偏回帰係
数が有意であった。男女別で見ると、男子では「協同」から学習意欲に対
する標準偏回帰係数が有意であったが、女子では「脚光」から学習意欲に
対する標準偏回帰係数が有意であった。また、紙幅の関係上分析表は割愛
したが、16項目では、男女込で見ると「５．友達と心を合わせていっしょ
に表現しているとき」から学習意欲に対する標準偏回帰係数が有意であっ
た。男女別で見ると、男子では有意な項目は見当たらず、女子では「16．
目標を持って練習しているとき」から学習意欲に対する標準偏回帰係数が
有意であった。
　この結果から、以外にも「達成」は学習意欲に直接影響しないことが窺
えた。また、男子の学習意欲に影響を与えているのは「協同」であること
から、自分だけがうまくなることよりも仲間関係が円滑な方が学習意欲を
表７−１．男女込の重回帰分析結果：n=77 表７−２．男女別の重回帰分析結果
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高めるようである。今回、グループ編成に事前に入念な準備をして、ペア
や班の中で友人と学習する時間を採り入れたことは有効な配慮であったと
言えるだろう。発達心理学の観点から、幼少期や学童期は教師や保護者か
らの承認が主な動機づけとなるが、青年期は仲間からどう思われているか
が主な動機づけとなる。授業実施前の準備としてのグルーピングはもちろ
ん、仲良く学習できるような学習中の工夫は男女ともに必要であるが、特
に男子に対して必要な配慮であることがわかる。また、女子に対しては、
先生や仲間から承認され「できている」「合っている」と認められるために
も、「今の目標は何か」「今なすべきことは何か」を明確に示すことが、学
習意欲を高めることが窺える。
⑵　「ダンスへの好意」に与える影響
　「ダンスの楽しさ」が「ダンスへの好意」に影響を与える要因を検討する
ために、楽しさの4因子を独立変数、ダンスへの好意を従属変数として重
回帰分析を行った。表8－１、8－２は、その結果を示したものである。
　男女込みで見ると、「脚光」「協同」「指導」からダンスへの好意に対する
標準偏回帰係数が有意であるが、「指導」のみ負の相関を示した。男女別で
見ると、男子では「脚光」「協同」から好意に対する標準偏回帰係数が有意
であり、女子では「脚光」から好意に対する標準偏回帰係数が有意であっ
表８−１．男女込の重回帰分析結果：n=77 表８−２．男女別の重回帰分析結果
内山須美子・山路　学
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た。また、紙幅の関係上分析表は割愛したが、16項目では、男女込で見る
と「13．みんなに見本を見せるとき」から好意に対する標準偏回帰係数が
有意であった。男女別で見ると、男子では「16．目標を持って練習してい
るとき」から好意に対する標準偏回帰係数が有意であり、女子では有意な
項目は見当たらなかった。
　ここでも「達成」はダンスへの好意に直接影響しないことが窺えた。男
子のダンスへの好意に影響を与えているのは「脚光」であり、特に、自分
が見本になることは、男子がダンスを好きになる重要な要因であることが
窺える。男女込みでダンスへの好意に強く影響を与えている要因は「脚光」
であることから、男女ともにダンスへの好意を持たせるためには、複数の
人の前での発表の場を設けて見本とすることは、男女ともにダンスを好き
になる重要な要因であることが窺える。また、「今の目標は何か」「今なす
べきことは何か」を明確に示すことが女子の学習意欲を高めることは先に
述べたが、男子の場合はそれがダンスへの好意を高めることに役立つこと
が窺える。また、「指導」のみ負の相関を示していることから、授業の中
で、教師が過剰に指導したり助言をすることは、好意を高めることに対し
て逆効果になることが窺える。調査対象者が中学生や高校生であればまた
違った結果となったのかもしれないが、今回の対象者が大学生ということ
もあり、自立した対象者の場合には、あまり過剰な指導は控えたほうが良
いと思われる。
⑶　「有能感」に与える影響
　「ダンスの楽しさ」が「有能感」に影響を与える要因を検討するために、
楽しさの４因子を独立変数、有能感を従属変数として重回帰分析を行った。
表９－１、９－２は、その結果を示したものである。
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　男女込で見ると、「脚光」から有能感に対する標準偏回帰係数が有意で
あった。男女別に見ると、男子では有意な項目は見当たらなかった。女子で
は「脚光」から有能感に対する標準偏回帰係数が有意であった。有能感と
最も相関を見せそうな「達成」は、ここでも直接影響を与えてはいなかっ
た。また、紙幅の関係上分析表は割愛したが、16項目では、男女込では有
意な項目は見当たらなかった。男女別で見ると、男子では有意な項目は見
当たらなかった。女子では「４．思っていたより上手に動けたとき」「10．
先生がいっしょに運動してくれたとき」から有能感に対する標準偏回帰係
数が有意であった。
　このことから、情緒的な楽しさだけでなく、更に深い充実感や達成感と
しての「有能感」を味わわせるためには、「できた」という自己認識より
も、他者からの承認があること、すなわち、自分がグループのリーダーと
して認められたり、動きの見本となったり、教師から承認の言葉がけをさ
れたりすることが必要であることが窺える。それに加えて、女子では、「で
きた」という自己認識、教師が自分に指導をしてくれたという満足感など
が、有能感を高める要因であることが窺える。
　なお、「楽しさ」から「学習意欲」「好意」「有能感」への影響をまとめ
て、図４－１、４－２、４－３に示した。
表９−１．男女込の重回帰分析結果：n=77 表９−２．男女別の重回帰分析結果
内山須美子・山路　学
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⑷　因果関係
　ダンスの楽しさの４つの因子と「学習意欲」「好意」「有能感」との因果
関係をさらに深く検討するために、共分散構造分析によるパス解析を行っ
た。まず、４つの因子全てがダンスの楽しさに影響を及ぼすことを仮定し
て分析を行った。その結果、達成から楽しさ、協働から楽しさ、指導から
楽しさへのパス係数が有意ではなく、適合指標は、GFI=.719、AGFI＝.625、
RMSEA＝.023、AIC＝402.524であった。そこで、有意ではなかったパスを
すべて削除し、再度分析を行ったところ、適合度指数は、GFI=.719、AGFI
＝.632、RMSEA＝.024、AIC＝403.132であった。脚光は楽しさに対して高
い値（.78）で正の有意なパスを示す結果となった。また、全ての組み合
わせのモデルで分析を行った結果、脚光と指導のパスのみを残して分析を
したモデルの適合度が一番良く、 GFI=.722、AGFI＝.633、RMSEA＝.023、
AIC＝400.448であった。しかし、脚光から楽しさに対して正（1.07）の有
図４−１．影響を及ぼす因子：男女込み（全体） 図４−２．影響を及ぼす因子：男子
図４−３．影響を及ぼす因子：女子
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意なパスを示す結果となり。共線性の可能性が示唆された。そこで、脚光
から楽しさへのパスのみを残すモデルを最終的なモデルとして採用した。
図５にそのモデルを示す。
　前述の重回帰分析ではいくつかの因子が影響を与えていたが、パス解析
の結果から、今回の「現代的なリズムのダンス」の授業の中では、特に「脚
光」が学習意欲、好意、有能感と深い因果関係があることが窺える。つま
り、今回の授業の中では、達成すべき目標が明確であり、その目標が達成
できたことを教師からフィードバックされるとともに、そのことから仲間
の中でリーダーシップをとり、運動面で見本となることが、ダンスの学習
意欲を高め、ダンスを好きになり、有能感を味わうことにおいて最も重要
であることがわかった。
図５．楽しさから学習意欲・好意・有能感への影響
内山須美子・山路　学
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４．結論
　楽しさと同時に有能感を与え得るような工夫を施した授業を展開し、そ
の効果を検証すること、ダンス学習の楽しさが学習意欲、ダンスへの好
意、有能感に与える影響ついて明らかにすることを目的として調査をした
結果、以下の６点を結論として得た。
⑴　ダンス未経験者である対象者が、授業実施後に９割程が高い学習意欲
とダンスへの好意を示し、５割程が高い有能感を示したこと、授業前
後の学習意欲が昨年度より伸びていたことから、本授業でのモデル授
業に施された改善は有効であった。
⑵　約１割がダンスへの学習意欲や好意を示さず、有能感を感じられな
かったことから、指示内容はわかりやすく視覚に訴えるような工夫を
すること、グループ毎の指導に止まらず個人にも指導が行き届くよう
な工夫をすることが今後の改善点である。
⑶　自分だけがうまくなることよりも仲間関係が円滑な方が、男子の学習
意欲を高める。一方、「今の目標は何か」「今なすべきことは何か」を
明確に示すことが、女子の学習意欲を高める。
⑷　自分が仲間の中で見本となることは、男女ともにダンスを好きになる
重要な要因である。また、「今の目標は何か」「今なすべきことは何か」
を明確に示すことは、男子がダンスを好きになるために有効である。
また、教師が過剰に指導したり助言をすることは、ダンスに好意を抱
かせることに対して逆効果になる。
⑸　「ダンスができた」という自己認識よりも、仲間内で自分がグループ
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のリーダーとして認められたり、動きの見本となったり、教師から承
認の言葉がけをされたりすることが有能感を高める。加えて、女子で
は、教師が自分に指導をしてくれたという満足感がより有能感を高め
る。
⑹　達成すべき目標が明確であり、その目標が達成できたことを教師から
フィードバックされるとともに、そのことから仲間の中でリーダー
シップをとり、運動面で見本となることが、ダンスの学習意欲を高め、
ダンスを好きにさせ、有能感を高めるためにより重要である。
　本研究での成果は、男女共修のダンス授業を展開する上で、今後、学習
者が意欲的に取り組むダンス授業づくりのための基礎的資料と成り得るも
のであり、ダンスの実際の指導場面における貴重な示唆を提供するもので
ある。
参考文献
１．中村恭子（2009）中学校体育の男女必修化に伴うダンス授業の変容：－平成19年度、20年
度、21年度および24年度の年次推移から－、日本女子体育連盟学術研究（26）、pp.1−16 
２．千駄忠至（1989）徳永幹雄監修：体育・スポーツの心理尺度、不昧堂出版、p.70
３．内山須美子・小島理永（2006）ダンスの授業におけるフロー体験～ストリートダンスを教
材として～、 埼玉体育スポーツ科学２、pp.39−54
４．内山須美子（2011）「現代的なリズムのダンス」の学習意欲と学習成果に関する研究 : 内発
的動機づけとしてのフロー感覚との相関、白鷗大学論集26⑴、pp.173−209
５．内山須美子・小倉翔平・根岸義克（2012）「現代的なリズムのダンス」の学習意欲に関する
研究～学習成果と学習動機および学習ストレスとの相関～、白鷗大学教育学部論集５⑵、
pp.331−360
６．浦井孝夫・中村恭子（2006）ダンスの学習内容と楽しさの検討－創作ダンスと現代的なリ
ズムのダンスの比較－順天堂大学スポーツ健康科学研究、第10号、pp.65−70
内山須美子・山路　学
88
89
「現代的なリズムのダンス」の学習意欲・好意・有能感に関する研究
内山須美子・山路　学
90
